
大月市第７次総合計画策定 

市民アンケート調査の結果（抜粋） 

平成２９年５月 
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調査概要 

調査対象 
  大月市内に居住する20歳以上の方 
 
調査期間 
  平成２７年2月13日（発送）～3月17日（到着分） 
 
配布数 
  2,000人 
 
回収数 
  846通（回収率42.3％） 
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１．回答者自身について 
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回答者の性別 

前回、今回ともに女性の回答が多い傾向 

44.7%

42.1%

54.7%

55.7%

0.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

H23

１．男性 ２．女性 無回答
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9.7%

7.3%

14.2%

9.8%

13.4%

13.5%

17.4%

18.9%

20.3%

21.6%

24.5%

26.9%

0.6%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

H23

１．２０～２９歳 ２．３０～３９歳 ３．４０～４９歳 ４．５０～５９歳

５．６０～６９歳 ６．７０歳以上 無回答

回答者の年齢 

前回調査から20～3９歳が全体の２３．９％と増加 
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家族構成 

２世代（親・子）が４５．９％と、前回調査と相違無し 

7.3%

8.7%

24.1%

26.0%

45.9%

44.0%

20.0%

16.4%

1.5%

2.3%

1.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

H23

１．ひとり暮らし ２．夫婦のみ

３．２世代（親・子） ４．３世代以上（親・子・孫）

５．その他 無回答
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回答者の職業 

 「無職」が約３０％、「会社員・団体職員」が約２０％ 

 前回と比べてパート・アルバイトが約5%増加し、 

 家事従事者が約７％減少 7 



回答者の勤務地 

勤務地は大月市内が最も多く２６．６％ 

勤務地が東京都内の方も１３．０％ 

37.1%

26.6%

7.0%

6.0%

5.9%

5.4%

3.8%

39.8%

26.8%

5.8%

4.0%

4.9%

3.6%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

11．勤務・通学していない

１．大月市内

６．八王子市・立川市周辺

７．６以外の東京都内

２．都留市

３．上野原市

５．山梨県内のその他の地域

今回

H23

※上位７項目 
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２．大月市の人づくりについて 
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自治会活動や行事への参加(SA) 

「参加している」は65．７% 

65.7%

6.3%

26.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．している ２．今後、参加するつもり

３．していない 無回答
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高齢者等福祉のまちづくりに必要なサービス(2LA) 

「訪問介護（居宅サービス）」が最も多く、「給食宅配や
移動販売業者の参入促進」、「身体障害者や高齢者の雇用
促進」と続く 11 



子どもを育てるために必要なこと(2LA) 

「出産することができる医療体制の充実」が最も多く、 

「出産祝い金や医療費補助・給食費補助などの経済的援助」 

 と続く 12 



力を入れるべき子どもたちへのふるさと教育(2LA) 

「地域人材を活用して学校と地域の連携した教育」が 

最も多く、「自然の大切さを理解する環境学習」、 

「大月の地域や歴史文化を学び郷土愛を育む教育」と続く 13 



大月市に若者が定住するために必要なこと(2LA) 

「産業振興による雇用の場の創出」が特に目立ち、約４０%
を占め、「商業施設や娯楽施設の整備」が１７．８％と続く 
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大月市の人口についての考え(SA) 

「人口が今よりも増加するよう取り組むべき」が６５．８％、
「現状程度の人口を維持していくべき」が２２．９％ 

65.8% 22.9% 8.3%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．人口が今よりも増加するよう

取り組むべき

２．現状程度の人口を維持していくべき

３．人口の減少は時代の流れであり、

人口増加や維持に対する取り組みは重視しない

無回答
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３．大月市のまちづくりについて 
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産業等で重点的に取り組むべきもの(2LA) 

「優良企業の誘致」が最も多く４０．５％ 

前回と比べて、「入浴等保養施設の整備」、 

「商店街の整備」が約１０％減少 17 



中心部や大月駅前の駐車場の買い物時の利用状況(SA) 

「他の場所で買い物をしている」が７３％ 

13.5% 73.0%

3.5%

6.9%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．大月市の中心部や大月駅前の駐車場を利用して買い物をしている
２．他の場所で買い物をしている
３．大月市中心部までの移動手段がないので買い物はしていない
４．その他
無回答
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広報おおつきを読んでいるか(SA) 

 「毎月読んでいる」が６１．１％、 

 「ときどき読んでいる」が２８．４％ 

61.1% 28.4% 9.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．毎月読んでいる ２．ときどき読んでいる

３．読んでいない 無回答
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23.4% 41.3% 22.1% 11.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．見ている ２．見ていない ３．見たことがない ４．見られない 無回答

ホームページの閲覧状況(SA) 

「見ていない」、「見たことがない」、「見られない」を 

合わせた、見ていない人が７５．３％ 
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市役所情報が充分に伝達されているか(SA) 

 「どちらとも言えない」が５６．３％ 

 「思わない」が３０．５％ 

11.7% 56.3% 30.5% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．思う ２．どちらとも言えない ３．思わない 無回答
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相談窓口や窓口サービスが充実しているか(SA) 

 「どちらとも言えない」が５４．４％ 

 「思わない」が３２．４％ 

11.2% 54.4% 32.4% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．思う ２．どちらとも言えない ３．思わない 無回答
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26.0%

25.8%

25.1%

16.9%

16.8%

16.2%

14.7%

14.5%

13.5%

12.6%

18.5%

22.8%

29.2%

0.0%

10.2%

12.6%

11.9%

13.3%

17.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18.福祉

1.自然

13.活気

27.子育て

16.定住

3.環境

14.産業

11.にぎわい

17.健康

26.暮らし

今回

H23

大月市が重視することが望ましいキーワード(3LA) 

※上位１０項目 
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 「福祉」と「自然」と「活気」が多く、それぞれ約25% 

 前回は「活気」が２９．２％ 



大月市の住みやすさ(SA) 

 「住み良い」と「どちらかと言えば住み良い」を合わせた 

肯定的意見は３１．６％ 

 「住みにくい」と「どちらかと言えば住みにくい」を 

合わせた否定的意見は３７．９％ 

5.9% 25.7% 29.9% 25.4% 12.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．住み良い ２．どちらかと言えば住み良い

３．どちらとも言えない ４．どちらかと言えば住みにくい

５．住みにくい 無回答
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居住意向について(SA) 

 「今の場所に住み続けたい」と「大月市内の別の場所に 

 移住」を合わせた、大月市内への居住意向は６９％ 

 「隣接市村へ移住」と「県内その他地域へ移住」と「県外 

 へ移住」を合わせた、大月からの転出意向は２８．６％ 

61.3% 7.7%

5.2%

7.3% 16.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．今の場所に住み続けたい ２．大月市内の別の場所に移りたい
３．大月市に隣接する市村に移りたい ４．県内のその他の地域へ移りたい
５．県外に移りたい 無回答
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1.285

1.22

0.965

0.35

1.755

-0.995

0.43

健康、福祉、子育て支

援について

自然環境の保全、環境

衛生について

安心・安全（防災、防

犯、住環境）について

教育、スポーツ、文化に

ついて

道路、公園などの都市

整備について

産業振興（農業、商業、

工業、観光）について

市民参加・市民協働に

ついて

2

1

0

-1

-2

10年前の大月市と比べた各項目の評価(SA) 

「道路、公園などの都市整備」の評価が高く、 

「産業振興（農業、商業、工業、観光）」の評価が低い 

※かなり良くなったを+2、かなり悪くなったを-2のように重み付けし、評価をスコア化したもの 26 



「市民との協働によるまちづくり」への取り組みで重要なこと(2LA) 

 「まちづくりに関する情報を共有する」が最も多く、 

 「まちづくりに関する計画をつくる際に、市民が参加 

 できる機会を増やす」が続く 
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これからの行政サービスのあり方について(SA) 

「種類と水準を見直し、サービスの重点化を図るべき 

である」が最も多く５４．１％ 

13.4% 54.1% 15.6%

2.8%

4.5% 1.7%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．受益者に一定の負担を求めて収入を確保し、

これまでどおりの種類や水準を確保するべきである

２．種類と水準を見直し、

サービスの重点化を図るべきである
３．種類が減るのは仕方ないが、

水準は維持すべきである

４．種類は維持し、水準低下は仕方がない

５．種類が減り、水準も低下することは仕方がない ６．その他
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合併についての考え(SA) 

「合併したほうがいい」と「将来的には合併したほうが 

いい」を合わせた、合併に肯定的な意見が６８．３％ 

21.5% 46.8% 27.5% 4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．合併したほうがいい ２．将来的には合併したほうがいい
３．合併しなくていい 無回答
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